
 

第 4回アブラナ科ゲノム育種研究会 開催概要 

 

 

１．趣旨 

 産学官連携によるアブラナ科野菜ゲノム育種の実用化に向けて、大学・公設試・民間企業等の野菜研究

関係者による最新の研究事例の情報提供や意見交換の場を設ける。これにより、基礎から応用までの幅広

い研究ニーズの掘り起こしや、共同研究開始の契機とすることを目指す。 

 

２．主催 

  農研機構野菜花き研究部門 

 

３．開催日時 

  令和６年 10月 23日（水）13:00～16:00 

 

４．開催場所 

  津リージョンプラザお城ホール（三重県津市西丸之内 23-1） 

  （オンサイト-オンラインのハイブリッド開催とする） 

 

５．議題 

１） 13:00～13:10 開会挨拶および事務連絡 

２） 13:10～13:35 アブラナ科植物の晩抽性育種に向けた研究展開 
  横浜市立大学木原生物学研究所 殿崎 薫 

３） 13:35～14:00 岩手ブランドキャベツ「春みどり」の早期 CR化に向けた試み 
  岩手生物工学研究センター 清水 元樹 

４） 14:00～14:25 
根こぶ病抵抗性遺伝子の有無と病原型特異性を活用した抵抗性ハクサイ品種の

特性評価の可能性 
  岩手大学農学部 畠山 勝徳 

 （休憩 14:25～14:40） 

５） 14:40～15:05 収穫時の低温は冷凍ブロッコリーの軟化を引き起こす 
  農研機構食品研究部門 西田 菜美子 

６） 15:05～15:30 ドローンを用いた水稲育種研究 

  農研機構作物研究部門 小川 大輔 

７） 15:30～15:55 精密 3D計測の品種特性調査への適用 

  農研機構農業ロボティクス研究センター 高地 伸夫 

８） 15:55～16:00 閉会挨拶および事務連絡 

 

６．参集範囲 

1）国立研究開発法人、公立試験研究機関および大学 野菜研究担当者 

2）民間会社 野菜研究担当者 

3）国および地方自治体 野菜行政・普及担当者 

4）その他、野菜花き研究部門所長が認めた者 

 

 



 

７．事務局および連絡先 

  農研機構野菜花き研究部門 

露地野菜花き育種グループ       吹野伸子   電話:050-3533-4607 

     露地野菜花き生産管理システムグループ 板橋悦子   電話:029-838-8529 

                              e-mail:aburana_jimu@ml.affrc.go.jp 

 


